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★  

 小 牧 市 ご み 処 理 基 本 計 画 の 進 捗 状 況 に つ い て  

 

 １ ． 概 要                              

 一 般 廃 棄 物 の 処 理 に お い て は 、 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 （ 廃

棄 物 処 理 法 ） 第 ６ 条 の 規 定 に よ り 、 計 画 を 定 め た 上 で 適 正 に 行 っ て い く 必

要 が あ り ま す 。 本 市 で は 「 小 牧 市 ご み 処 理 基 本 計 画 （ 以 下 「 本 計 画 」 と い

う 。）」を 定 め 、こ れ に 準 拠 し て 適 正 な 一 般 廃 棄 物 処 理 を 推 し 進 め て い ま す 。  

 

 

 

 本 計 画 で は 、 基 本 理 念 を 「 資 源 循 環 型 社 会 の 構 築 」 と 掲 げ て お り 、 こ の

理 念 達 成 の た め に ３ つ の 減 量 ・ 資 源 化 目 標 、 ４ つ の 基 本 方 針 を 設 定 し て い

ま す 。（ 計 画 ２ ２ ペ ー ジ 以 降 ）  

 

 

 ２ ． 進 捗 状 況                            

 こ こ で は 、本 計 画 に 記 載 し た「 減 量 ・ 再 資 源 化 目 標 値 」と 、「 ４ つ の 基 本

方 針 」 に お い て の 具 体 的 な 取 り 組 み に つ い て 進 捗 を 説 明 し ま す 。  

 な お 、 説 明 内 で い く つ か 実 績 値 を 挙 げ て い ま す が 、 よ り 詳 細 な 実 績 に つ

き ま し て は 、 次 回 の 本 審 議 会 に て 、 本 市 の ご み の 実 績 を 取 り ま と め た 「 清

掃 事 業 概 要 」 を 委 員 の 皆 様 へ 配 布 い た し ま す の で 、 そ ち ら を ご 参 照 く だ さ

い 。  

★ 項 目 ご と に 目 標 達 成 度 を 下 記 凡 例 に 沿 っ て 評 価 し ま す 。  

良 好  例 年 維 持  下 降 傾 向  

◎  ○  △  

 

● 減 量 ・ 再 資 源 化 目 標 値 （ 計 画 P .２ ４ ）  

 具 体 的 に 設 定 し た ３ つ の 目 標 値 を 項 目 ご と に ご 説 明 し ま す 。  

《 家 庭 系 ご み の １ 人 １ 日 あ た り の 排 出 量 》  

項 目  Ｒ6 実績 Ｒ７実績 目 標 値  達成度 

家庭系ごみの１人１日あたりの排出量 4 0 7 . 3 ｇ  4 0 0 . 5 g  4 4 7 ｇ 以 下 ◎  

 家 庭 系 ご み の １ 人 １ 日 あ た り の 排 出 量 に つ い て は 6． 8ｇ 減 と な り 、「 良

好 」 と し ま し た 。  

 要 因 と し て は 、 令 和 ２ 年 度 を ピ ー ク に 継 続 的 に 減 少 し て い る こ と か ら 、

廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 （ 抜 粋 ）  

（ 一 般 廃 棄 物 処 理 計 画 ）  

第 六 条  市 町 村 は 、当 該 市 町 村 の 区 域 内 の 一 般 廃 棄 物 の 処 理 に 関 す る 計 画 を 定 め

な け れ ば な ら な い 。  

「 小 牧 市 ご み 処 理 基 本 計 画 （ 令 和 ２ 年 度 ～ 令 和 ６

年 度 ）」 の 該 当 ペ ー ジ を 併 せ て ご 確 認 く だ さ い 。  

議事（２）  
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★  

★  

人 口 減 少 や 物 価 高 、 コ ロ ナ 後 の 反 動 収 束 と い う 外 部 要 因 に 、 本 市 の 分 別 施

策 や 周 知 啓 発 な ど の 効 果 が 相 ま っ て 減 少 し た と 思 わ れ ま す 。  

 

（ 家 庭 系 ご み 排 出 量 ）            （ ｔ ）  

項 目  R 6 実 績  R 7 実 績  

燃 や す ご み （ 白 袋 ）  1 9 , 0 0 1  1 8 , 7 1 1  

破 砕 ご み （ 赤 袋 ）  1 , 6 0 7  1 , 4 7 6  

資 源 （ 緑 袋 等 ）  7 , 6 9 4  7 , 6 9 5  

粗 大 ご み  1 , 4 9 5  1 , 4 1 5  

 

《 ご み 総 排 出 量 に 対 す る 資 源 化 量 の 割 合 （ 再 資 源 化 率 ）》  

項 目  Ｒ6 実績 Ｒ7 実績 目 標 値  達 成 度  

再 資 源 化 率  3 7 . ６ ％  未 計 上  37.8％ 以 上 -  

 Ｒ ７ 年 度 の 再 資 源 化 率 （ リ サ イ ク ル 率 ） に つ い て は 、 取 り ま と め て い る

最 中 で す の で 後 日 改 め て ご 報 告 い た し ま す 。  

 ま た 、 毎 年 実 施 さ れ る 環 境 省 の 「 一 般 廃 棄 物 処 理 事 業 実 態 調 査 」 に お い

て 、 本 市 は 全 国 人 口 1 0 万 人 以 上 ５ ０ 万 人 未 満 の 都 市 で 6 位 と い う 結 果 に

な り ま し た 。 今 後 も 推 進 し て ま い り ま す 。  

 （ 過 去 ４ 年 間 の 推 移 ）  

項 目  R 2 実 績  R 3 実 績  R 4 実 績  R 5 実 績  R ６ 実 績  

再 資 源 化 率 （ ％ ）  3 6 . 7 ％  3 6 . 6 ％  3 6 . 5 ％  3 7 . 3 ％  3 7 . 6 ％  

県 内 順 位 （ 市 ）  1 位  1 位  １ 位  １ 位  1 位  

全 国 順 位 （人口 10～50 万人） 7 位  7 位  ７ 位  6 位  6 位  

 

《 事 業 系 ご み に 占 め る 資 源 の 割 合 》  

項 目  Ｒ6 実績 Ｒ７実績 目 標 値  達成度 

事業系ごみに占める資源の割合（ ％ ） 3 0 . 6 ％  3 0 . 1 ％  3 3 ％ 以 上  △  

事 業 系 ご み 総 排 出 量 （ ｔ ）  1 4 , 9 1 5  1 4 , 6 5 1    

事 業 系 資 源 （ ｔ ）  4 , 5 5 7  4 , 4 1 6    

事 業 系 ご み に 占 め る 資 源 の 割 合 に つ い て は 0 . 5 ポ イ ン ト 減 と な り ま し た 。 

総 排 出 量 お よ び 資 源 量 は い ず れ も 減 少 し て い る も の の 、 事 業 活 動 量 や 処 理

コ ス ト 、 物 価 高 等 の 影 響 に よ り 資 源 量 の 減 少 幅 が 相 対 的 に 大 き く な っ た こ

と か ら 、 資 源 の 割 合 が 低 下 し た も の と 考 え ら れ ま す 。  
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● 各 方 針 の 具 体 的 な 取 り 組 み 実 施 状 況 （ 該 当 ペ ー ジ は 項 目 ご と に 記 載 ）  

小 牧 市 ご み 処 理 基 本 計 画 は P２ ２ か ら P３ ３ と な り ま す が 、 そ の 中 か ら

主 な 施 策 の 項 目 の み を ピ ッ ク ア ッ プ し ま し た 。  

 

該 当 ペ

ー ジ  
取 り 組 み  R 6  R 7  推 移  

P .27  

方 針 ２  市 民 ・ 事 業 者 ・ 行 政 の 協 働 に よ る ３ R 推 進  

取 組 ２  ２ Ｒ （ リ デ ュ ー ス 、 リ ユ ー ス ） の 強 化 推 進  

②  リ ユ ー ス の 推 進  

こ ど も 服 リ ユ ー ス  ○  ○  →  

取 組 ３  リ サ イ ク ル に よ る 適 正 な 循 環 的 利 用 の 推 進  

①  家 庭 系 ご み の リ サ イ ク ル の 推 進  

雑 が み の 再 生 利 用 の 推 進  ○  ○  →  

P .2８  

剪 定 枝 の 再 生 利 用 の 推 進  ◎  ◎  ↗︎  

市 民 に よ る 資 源 回 収 の 促 進  △  △  ↘︎  

②  事 業 系 ご み の リ サ イ ク ル の 推 進  

民 間 再 資 源 化 施 設 へ の 食 品 残 渣 や 剪 定

枝 類 な ど の 搬 入 促 進  
〇  〇  →  

P .2９  

方 針 ３  柔 軟 な ご み 収 集 の 推 進 と 適 正 な ご み の 処 理  

取 組 ４  社 会 的 ニ ー ズ や 社 会 情 勢 等 を 踏 ま え た 収 集 ・ 処 理 体

制 の 整 備  

➀  高 齢 化 な ど へ の 対 応  

ご み 集 積 場 の 身 近 な 配 置 と こ ま や か 収

集 の 実 施  
◎  ◎  →  

P .３ ０  

方 針 ４  地 域 住 民 や 事 業 者 と の 協 働 に よ る 快 適 で 清 潔 な ま ち

づ く り  

取 組 ６  地 域 住 民 等 に よ る 自 発 的 な 地 域 美 化 の 促 進 及 び 支 援  

➀  地 域 の ご み 集 積 場 の 清 潔 保 持  

地 域 に よ る ご み 集 積 場 の 設 置 ・ 維 持 管

理 と 市 に よ る 指 導 等  
◎  ○  →  
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<良 好 >  

方 針 ２ ・ 取 組 ３ ・ ➀ 「 剪 定 枝 の 再 生 利 用 の 推 進 」 に つ い て で す 。 資 源 収

集 量 が 前 年 度 比 ８ ％ 程 度 増 加 と な り ま し た 。  

要 因 と し て は 、 継 続 的 な 啓 発 に よ り 剪 定 枝 類 が 資 源 と し て 集 積 場 に 出 せ

る こ と が 市 民 に 浸 透 し て き た こ と や 令 和 ５ 年 度 に 花 ・ つ る の 品 目 が 追 加 さ

れ た こ と に 加 え 、 近 年 の 気 温 上 昇 、 短 時 間 強 雨 と い っ た 異 常 気 象 に よ る 植

物 の 成 長 促 進 も 関 係 が あ る と 思 わ れ ま す 。  

令 和 ８ 年 度 も 引 き 続 き 啓 発 を 行 い 資 源 化 に 努 め ま す 。  

方 針 ２ に 関 連 す る 実 績  

資 源 収 集 量 （ 剪 定 枝 ）  

項 目  R4 実績 R5 実績 R 6 実 績  R 7 実 績  

剪定枝（ｔ） 1 , 6 1 5  1 , 8 8 4  2 , 0 5 9  2 , 2 1 9  

 

<下 降 傾 向 >  

方 針 ２ ・ 取 組 ３ ・ ➀ 「 市 民 に よ る 資 源 回 収 の 促 進 」 に つ い て で す 。 回 収

量 が 前 年 度 比 ９ ％ 程 度 減 少 と な り ま し た 。  

減 少 の 要 因 と し て は 、 少 子 化 や 共 働 き 家 庭 の 増 加 に 伴 う 担 い 手 の 減 少 、

ペ ー パ ー レ ス 化 や 民 間 古 紙 回 収 の 充 実 な ど が 挙 げ ら れ ま す 。 昨 年 度 末 に 実

施 し た 資 源 回 収 貢 献 団 体 等 へ の 感 謝 状 贈 呈 を は じ め 、 申 請 手 続 き の オ ン ラ

イ ン 化 に よ る 負 担 軽 減 、活 動 団 体 数 増 加 の た め 調 査 研 究 を 実 施 い た し ま す 。 

方 針 ２ に 関 連 す る 実 績  

子 ど も 会 等 に よ る 資 源 回 収  

項 目  R4 実績 R5 実績 R 6 実 績  R 7 実 績  

回収量（ｔ） 6 1 3  5 3 3  4 1 1  3 7 3  

実 施 回 数  6 3 7  5 6 8  5 6 2  5 7 6  

 

< 例 年 維 持 >  

方 針 ２ ・ 取 組 ２ ・ ② の 「 こ ど も 服 リ ユ ー ス 」 に つ い て で す 。 小 牧 市 で は

こ ど も 服 や マ タ ニ テ ィ 服 の リ ユ ー ス を 推 奨 し て お り 、 市 内 の 児 童 館 ８ カ 所

で 古 着 の 入 出 庫 を 行 っ て お り ま す 。 配 布 数 は 前 年 度 比 ２ %の 増 加 、 利 用 者

数 も 前 年 度 比 ３ %の 増 加 と な り ま し た 。  

ま た 、 令 和 ７ 年 １ ０ 月 ２ ５ 日 （ 土 ） に 市 民 ま つ り に 併 せ て 開 催 し た 「 こ

ど も 服 リ ユ ー ス イ ベ ン ト は 、 令 和 6 年 度 と 会 場 規 模 が 異 な る こ と か ら 、 利

用 者 数 と し て は 減 少 し ま し た が 、 午 前 午 後 と も に ほ ぼ 上 限 枠 ま で ご 来 場 い
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た だ き 、 好 評 を 得 た こ と か ら 、 令 和 ８ 年 度 も 実 施 を 予 定 し て い ま す 。  

方 針 ２ に 関 連 す る 実 績  

こ ど も 服 リ ユ ー ス  

 児 童 館  イ ベ ン ト  

項 目  R5 実績 R6 実績 R 7 実績 R5 イベント実績 R6 イベント実績 R7 イベント実績 

配布数（点） 21,174 17,986 18 , 34 9  1 , 0 6 6  2 , 0 8 3  1 , 5 1 6  

利用者数（人） 5 , 2 8 5  5 , 1 8 4  5 , 3 2 6  3 9 1  3 5 8  3 1 0  

 

次 に 方 針 ２ ・ 取 組 ３ ・ ➀ の 「 雑 が み の 再 生 利 用 の 推 進 」 に つ い て 、 回 収

量 は 前 年 度 比 ５ %の 減 少 と な り ま し た 。 要 因 と し て は 、 紙 媒 体 の 減 少 や 電

子 化 の 進 展 に よ る 発 生 量 そ の も の の 減 少 が 考 え ら れ ま す が 、 本 市 の 雑 が み

に つ い て は 他 市 と 比 較 す る と 雑 紙 と し て 排 出 で き る 品 目 が 多 い こ と か ら 、

対 象 と な る 雑 紙 を 継 続 的 に 周 知 啓 発 し て ま い り ま す 。  

方 針 ２ に 関 連 す る 実 績  

資 源 収 集 量 （ 雑 が み ）  

項 目  R4 実績 R5 実績 R 6 実 績  R 7 実 績  

雑がみ（ｔ） 7 0 7  6 7 2  6 9 7  6 6 0  

 

次 に 方 針 ２ ・ 取 組 ３ ・ ② の 「 民 間 再 資 源 化 施 設 へ の 食 品 残 渣 や 剪 定 枝 類

な ど の 搬 入 促 進 」 に つ い て で す 。 小 牧 岩 倉 エ コ ル セ ン タ ー へ の 搬 入 を 一 部

制 限 し 、 市 内 外 の 民 間 再 資 源 化 施 設 を 積 極 的 に 活 用 す る こ と で 再 生 利 用 を

推 進 し て お り 、令 和 ７ 年 度 の 資 源 化 量 は 前 年 度 比 ３ %の 減 少 と な り ま し た 。 

要 因 と し て は 、 事 業 活 動 量 や 処 理 コ ス ト 、 物 価 高 な ど の 複 合 的 な 理 由 に

よ る も の と 思 わ れ ま す 。 市 内 事 業 者 の 食 品 リ サ イ ク ル に つ い て は 、 食 品 リ

サ イ ク ル 事 業 者 等 と 連 携 し 、 よ り 一 層 推 進 し て い き ま す 。  

方 針 ２ に 関 連 す る 実 績  

市 外 搬 出 量 実 績  

 R 4  R 5  R 6  R 7  

剪 定 枝 類 （ t）  3 , 9 9 6  4 , 2 7 2  4 , 1 0 1  3 , 9 5 3  

食 品 残 渣 （ t）  1 8 9  4 0 1  4 5 6  4 6 3  

内バイオス小牧分（t） （ 3 0）  （ 2 5 2）  （ 3 1 3）  （ 3 2 6）  

合 計 （ t）  4 , 1 8 5  4 , 6 7 3  4 , 5 5 7  4 , 4 1 6  
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次 に 方 針 ３ ・ 取 組 ４ ・ ➀ の 「 ご み 集 積 場 の 身 近 な 配 置 と こ ま や か 収 集 の

実 施 」 に つ い て で す 。 令 和 7 年 度 で は 1 3 0 世 帯 の 新 規 申 し 込 み が あ り 、

内 容 等 を 確 認 し た 結 果 1 1 9 世 帯 の 新 規 収 集 を 開 始 し ま し た が 、 死 亡 や 施

設 入 居 等 に よ り 8 4 世 帯 の 収 集 を 廃 止 し ま し た 。 令 和 ６ 年 度 か ら 令 和 ７ 年

度 で は 3 5 世 帯 分 増 加 と な り ま し た 。  

年 々 排 出 が 困 難 な 高 齢 者 等 の 世 帯 が 増 加 し て い る と 思 わ れ る の で 、 今 後

も そ の よ う な 世 帯 に 対 す る 支 援 を 行 っ て い き た い と 考 え て お り ま す 。  

方 針 ３ に 関 連 す る 実 績  

こ ま や か 収 集 （ 世 帯 ）  

R 4 実 績  R 5 実 績  R 6 実 績  R 7 実 績  

3 5 8  3 5 3  3 8 7  4 2 2  

 

最 後 に 方 針 ４ ・ 取 組 ６ ・ ➀ の 「 地 域 に よ る ご み 集 積 場 の 設 置 ・ 維 持 管 理

と 市 に よ る 指 導 等 」 に つ い て で す 。 市 は 地 域 か ら の 要 請 に 応 じ て 不 適 正 排

出 さ れ た ご み の 特 別 収 集 を 実 施 し ご み 集 積 場 の 清 潔 保 持 を 図 っ て い ま す 。  

不 適 正 排 出 を 確 認 し た 場 合 、 可 能 な 限 り 再 分 別 し 、 ま た 、 個 人 情 報 が 確

認 で き る も の に つ い て は 訪 問 指 導 を 行 い ま し た 。  

増 加 の 要 因 と し て は 、 近 年 の 分 別 方 法 の 変 更 に 伴 う 理 解 の ば ら つ き に 加

え 、 世 帯 規 模 の 縮 小 が 進 む 中 で 、 排 出 行 動 の 多 様 化 が 影 響 し て い る 可 能 性

が あ る と 思 わ れ ま す 。  

特 別 収 集 の 数 が 減 る よ う 適 正 な 分 別 方 法 等 の 周 知 啓 発 強 化 、 ご み 集 積 場

利 用 者 の 適 正 排 出 を 促 し て い き ま す 。  

方 針 ４ に 関 連 す る 実 績  

特 別 収 集 （ 件 ）  

R 4 実 績  R 5 実 績  R 6 実 績  R 7 実 績  

9 0 7  5 9 7  4 2 9  5 6 4  

不 適 正 排 出 対 応 件 数 （ 内 指 導 件 数 ）  

7 2 0

（ 2 8 8）  

7 3 3

（ 3 9 4）  

6 7 4

（ 3 6 6）  

7 9 9  

（ 3 7 1）  
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● そ の 他  

《 新 聞 店 回 収 量 》  

 過 去 の 審 議 会 に て 、 ご 意 見 の あ り ま し た 、 新 聞 店 の 回 収 量 に つ い て 令 和

７ 年 度 の 実 績 は 下 記 の と お り で す 。 行 政 回 収 量 と 新 聞 店 及 び 資 源 回 収 団 体

の 回 収 量 を 掲 載 し て お り ま す 。  

 資 源 回 収 品 目 別 表 （ 行 政 回 収 ）（ ｔ ）              （ ※ 参 考 ） ↓   

項 目  R 4 実 績  R 5 実 績  R 6 実 績  R 7 実 績  

新 聞  5 5 9 . 5  4 8 4 . 0  4 5 7 . 9  4 0 5 . 3  

雑 誌  4 5 8 . 5  4 1 2 . 5  3 5 9 . 7  3 0 3 . 5  

段 ボ ー ル  5 2 0 . 2  4 7 2 . 9  4 5 7 . 5  4 3 1 . 9  

計  1 5 3 8 . 2  1 3 6 9 . 4  1 2 7 5 . 2  1 1 4 0 . 7  

                  

 資 源 回 収 品 目 別 表 （ 新 聞 店 ）（ ｔ ）                （ ※ 参 考 ） ↓   

項 目  R 4 実 績  R 5 実 績  R 6 実 績  R 7 実 績  

新 聞  5 5 2 . 7  5 0 9 . 6 6  4 8 6 . 5 2  4 6 4 . 7 3  

雑 誌  7 2 . 2  6 1 . 4 7  5 8 . 4 0 5  5 7 . 0 8  

段 ボ ー ル  3 . 2  3 . 0  3 . 4 0 5  0 . 1 8  

計  6 2 8 . 1  5 7 4 . 1 3  5 4 8 . 3 3  5 2 1 . 9 9  

 

 資 源 回 収 品 目 別 表 （ 資 源 回 収 団 体 回 収 ）（ ｔ ）        （ ※ 参 考 ） ↓   

項 目  R 4 実 績  R 5 実 績  R 6 実 績  R 7 実 績  

新 聞  2 9 6 . 7  2 3 9 . 5  1 7 6 . 3 5  1 5 2 . 0 8  

雑 誌  1 2 3 . 5  1 0 3 . 6  8 2 . 7 6  7 4 . 0 7  

段 ボ ー ル  1 1 6 . 3  1 0 8 . 0  8 7 . 1 6 7  8 1 . 1 5  

計  5 3 6 . 5  4 5 1 . 1  3 4 6 . 2 7 7  3 0 7 . 3 0  

 

● 総 括  

 全 体 的 に 概 ね 「 例 年 維 持 」 と な り 、 一 部 「 良 好 」 と し ま し た が 、 社 会 情

勢 等 に よ り 「 下 降 傾 向 」 と し た 項 目 も あ り ま し た 。 令 和 6 年 度 と 比 較 し て

家 庭 系 ご み の 排 出 量 が 大 幅 に 減 少 し て い る こ と か ら 、 ご み の 発 生 抑 制 や 分

別 意 識 の 向 上 と い っ た 市 民 の 行 動 変 容 が 着 実 に 進 ん で い る と い え ま す 。 一

方 で 、 資 源 量 が 微 増 し 、 再 資 源 化 率 も 令 和 4 年 度 か ら 継 続 的 に 上 昇 し て い

る こ と か ら 、「 捨 て る ご み 」が「 資 源 」と し て 適 切 に 分 別 ・ 回 収 さ れ る 流 れ

が 定 着 し つ つ あ り 、 循 環 型 社 会 形 成 に 向 け た こ れ ま で の 取 組 が 一 定 の 成 果
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を 上 げ て い る と 評 価 で き ま す 。 今 後 も 、 こ の 好 循 環 を 維 持 ・ 発 展 さ せ る た

め 、 引 き 続 き 発 生 抑 制 の 推 進 と 資 源 化 率 向 上 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。  


